

































































第 51回生活科学会大会講演（2017年 7月 5日）
音とともに人に寄り添う
──音楽療法の世界──
稲 田 雅 美
────────────
同志社女子大学学芸学部
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か，そういうことが基準になって音楽を演奏することが
本当に普段は多いんですけれども，改めて自分を表現す
る手段の一つだなということ。音楽療法とまた違った感
覚かもしれませんけれども，音楽の根本というか，源流
というか，本当に自分を表現したりすることの一つだっ
たんだなと，改めて目からウロコのような気持ちになり
ました。
それと，日本の音楽教育はまだいろんなことにトライ
している途中かもしれませんけれども，幼いころからき
っちりとしたエチュードのもとに，みんなと合わせてこ
の課題をやっていくということに重点が置かれているか
なと思うんですけれども，もっと自由に，何か音を出し
てみるところから好きに，何かこうやらなければいけな
いという教育じゃない部分にももっともっと音楽が広が
っていければいいなとそんなことも感じました。本当に
ありがとうございました。
稲田 ありがとうございます。先ほど少し言いました
ドイツのカール・オルフもそのあたりのところを疑問に
して，教育として何か教え伝えるだけではなくて，子ど
もが自分の気持ちを自由にさせて音を楽しんでいくには
どうしたらいいかということを常に考えていました。他
の多くの音楽教育者もそのことを理念的には同じことを
考えているものの，それを実践に移すというのは非常に
難しいことのようです。音楽学科の学生たちもこういう
のはいいことだとわかっていても，実際に教育実習に行
ったら，指導案に沿ってこれをやってあれをやってとい
う流れで進めていかないといけないので，葛藤があるよ
うです。自分が先生になったら少しずつこんなことをし
ていこうと考えてくれている学生もいます。
質問 5 先生をきょうお呼びしたのは，実は僕自身は
それほど音楽に深く親しんでいるわけではなくて，たと
えばゼミ生にカラオケ行きませんかと誘われても断るタ
イプの人間なんです。だけど，何か音に対する，さっき
もありましたけど，プリミティブな興味は小さいころか
らありました。先生はしきりに音をつくると言っておら
れましたけれども，僕らみたいな普段音楽に接していな
くて，どちらかというと理系の分野に生きてきた人間の
小さい男の子の時代というのは，何かをつくるのが楽し
くて，例えば，木の板に釘を刺してゴムをかけて，僕ら
の子どものころはグループサウンズがはやっていたので
ギターに憧れていたんですけど，かっこよく弾くことに
は興味がなくて，音をつくることだけに興味があったん
です。音をつくるというときに，既成の楽器で音をつく
るだけじゃなくて，楽器をつくることも含めた何か療法
まで行かないのかもしれないですけど，アプローチとい
うのはあり得るのかなと思ったんですけれども，どう思
われますか。
稲田 楽器をつくるところから始めるという理念もあ
ります。たとえば，シュタイナーはそこからねらってい
たので，いま言ってくださったように弦を張って音を出
すバンドーラといった楽器を子どもたちと一緒につくる
ことを勧めました。そういう活動をまた日本の教育に取
り入れると，材料はどこから仕入れてくるのかというよ
うなややこしい話になってくるので，なかなか実際には
教育レベルでは難しいですね。教育外のところで，子ど
もが自由に音を出して遊べる場というのは要りますよ
ね。
質問 5 対話みたいなものにはつながらないのかなと
はちょっと思っていたんですけれども，自分の経験から
しても。
稲田 でも，自分と対話していますよね。それで十分
というか，そこからつぎみたいな感じになると思いま
す。
質問 5 ありがとうございました。
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